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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年11月6日(2014.11.6)

【公開番号】特開2014-112251(P2014-112251A)
【公開日】平成26年6月19日(2014.6.19)
【年通号数】公開・登録公報2014-032
【出願番号】特願2014-27517(P2014-27517)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/08     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/02     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   7/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ   7/22     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/08    　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ   5/02    　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｆ   1/13357 　　　　
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ４３８　
   Ｆ２１Ｖ   7/00    ５３０　
   Ｆ２１Ｖ   7/22    ２３０　
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月18日(2014.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　次の（ｉ）～（ｉｉｉ）を満たし、かつ、気泡を含有するエッジライト型バックライト
用白色反射フィルム。
（ｉ）剛性度が３．１～７ｍＮ・ｍであること。
（ｉｉ）少なくとも片側の面（Ａ）に凸部が形成されており、該凸部の最大高さが１５～
６０μｍであること。
（ｉｉｉ）前記面（Ａ）とは反対側の面（Ｂ）の側のクッション率が１２％以上であるこ
と。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、かかる課題を解決するために、次の（１）～（７）のいずれかの手段を採用
する。
（１） 次の（ｉ）～（ｉｉｉ）を満たし、かつ、気泡を含有するエッジライト型バック
ライト用白色反射フィルム。
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（ｉ）剛性度が３．１～７ｍＮ・ｍであること。
（ｉｉ）少なくとも片側の面（Ａ）に凸部が形成されており、該凸部の最大高さが１５～
６０μｍであること。
（ｉｉｉ）前記面（Ａ）とは反対側の面（Ｂ）の側のクッション率が１２％以上であるこ
と。
（２） 基材白色フィルムの少なくとも片面に球状粒子を含有した塗布層を有しており、
該球状粒子の圧縮強度が０．１～２．０ｋｇｆ／ｍｍ２である、前記（１）に記載のエッ
ジライト型バックライト用白色反射フィルム。
（３） 前記球状粒子がナイロンである、前記（２）に記載のエッジライト型バックライ
ト用白色反射フィルム。
（４） 前記ナイロンが、ナイロン１２、及び／又は、ナイロン６とナイロン１２の共重
合体である、前記（３）記載のエッジライト型バックライト用白色反射フィルム。
（５） 前記球状粒子の比重が０．８～１．１０である、前記（２）～（４）のいずれか
に記載のエッジライト型バックライト用白色反射フィルム。
（６） 前記（１）～（５）のいずれかに記載のエッジライト型バックライト用白色反射
フィルムと、発光ダイオードを含む光源とを備え、かつ、バックライトサイズが７６．２
ｃｍ（３０インチ）以上である液晶ディスプレイ用バックライト。
（７） さらに、表面凹凸が１０μｍ以上である導光板を有し、該導光板に前記面（Ａ）
の凸部が対向するように前記エッジライト型バックライト用白色反射フィルムが配置され
ている、前記（６）に記載の液晶ディスプレイ用バックライト。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
（参考実施例１０）
　“ハルスハイブリッド”（登録商標）ＵＶ―Ｇ７２０Ｔ（アクリル系共重合体、濃度４
０％の溶液、屈折率１．５８、（株）日本触媒製）：５．２５ｇ、酢酸エチル：３．８５
ｇ、ナイロン１２樹脂粒子（東レ株式会社製ＳＰ１０、屈折率１．５３、体積平均粒径１
０μｍ、変動係数４８％）：０．９ｇを攪拌しながら添加してなる塗液を準備した。２５
０μｍ厚の多孔質の二軸延伸ポリエチレンテレフタレートからなる白色フィルム（東レ株
式会社製 “ルミラー”（登録商標）Ｅ６ＳＱ）の片面に、メタバー＃１６を使用してこ
の塗液を塗布し、１２０℃、１分間の乾燥条件にて塗布層を設けた。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
（参考実施例１１）
　基材白色フィルムを、環状ポリオレフィンを含有する、３００μｍ厚の多孔質の二軸延
伸ポリエチレンテレフタレートからなる白色フィルム（東レ株式会社製 “ルミラー”（
登録商標）Ｅ８０Ｂとした以外は実施例１０と同様にして塗布層を設けて、白色反射フィ
ルムを得た。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００９７】
（参考実施例１２）
　基材白色フィルムを、硫酸バリウムを含有する、２２５μｍ厚の多孔質の二軸延伸ポリ
エチレンテレフタレートからなる白色フィルム（帝人デュポンフィルム株式会社製 “テ
トロン”（登録商標）フィルムＵＸＳＰ）とした以外は実施例１０と同様にして塗布層を
設けて、白色反射フィルムを得た。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
（参考実施例１４）
（i）“ハルスハイブリッド”（登録商標）ＵＶ―Ｇ７２０Ｔ（アクリル系共重合体、濃
度４０％の溶液、屈折率１．５８、（株）日本触媒製）：５．２５ｇ、酢酸エチル：３．
８５ｇ、ナイロン１２樹脂粒子（東レ株式会社製ＳＰ１０、屈折率１．５３、体積平均粒
径１０μｍ、変動係数４８％）：０．９ｇを攪拌しながら添加してなる塗液を準備した。
硫酸バリウムを含有する、１８８μｍ厚の多孔質の二軸延伸ポリエチレンテレフタレート
からなる白色フィルム（帝人デュポンフィルム株式会社製 “テトロン”（登録商標）フ
ィルムＵＸ）の片面に、メタバー＃１６を使用してこの塗液を塗布し、１２０℃、１分間
の乾燥条件にて塗布層を設けて、凸面を有する白色反射フィルムを得た。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
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【表１】

【手続補正８】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
【表２】

【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
　実施例１～１４の本発明の白色反射フィルムにおいて、輝度ムラ評価は「合格」であっ
た。ただし、白色フィルムの剛性度が３未満である実施例１０，１１，１２(参考実施例)
では、４０インチのエッジライト型バックライトでの輝度ムラが実施例１～９より若干劣
っている。実施例１３ではエッジライト型バックライトでの輝度ムラは良好であるが、カ
ール特性が実施例１～７より低下している。また、実施例１４(参考実施例)では、カール
評価がＤ級となっている。
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